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平成 19 年度   特 別 事 業 日 程 変 更 ！ 
 

 本年度に予定しておりました「特別事業」は、事業展開の遅れ等･･･諸般の事情にてやむなく日程変更する

ことにいたしました。会員の皆様には深くお詫びいたします。また、都道府県技師会行事などに影響も出るも

のと思われますが、何卒、ご理解いただき、ご配慮いただくよう重ねてお願いいたします。 
 ◇ 創立 55 周年記念事業＜厚生労働大臣表彰・記念講演・記念祝賀会＞ 
   平成 19 年 11 月 16 日(金) を 平成 20 年２月８日(金) に変更･･･ 
 ◇ 日臨技 FORUM(８地区 joint FORUM) 
   平成 19 年 10 月 14 日(日) を 平成 19 年 12 月１日(土)～２日(日) に変更･･･ 
 

 

 
 
 
◇ 日 程：平成 20 年２月８日(金) 
◇ 会 場：ホテルオークラ 
◇ 行 事： 
・記念式典 
厚生労働大臣表彰を従来とおり行いたく、厚生労

働省へ要望しております。 
この表彰推薦については、各都道府県を通じて依

頼があると思いますが、事前に調査を行いますの

で準備して下さい。 
・技師会史の発刊 
法改正の経緯を加えたものとして発刊します。各

都道府県の記事も掲載しますので、後ほど詳細を

お伝えします。 
・その他、記念講演会や記念パーティを予定してお

ります。詳細については、各都道府県技師会宛の

文書をご覧ください。 
 
 

検査業界が係わる不祥事 
 最近、検査業界において「業務上の不祥事」が続発

しております。最近の事例では、検査技師が絡んでい

ない･･･所謂“知らないうちに巻き込まれたケース”

も発生しております。各団体(個人を含み)が行う記念

行事への寄付行為についての疑義・質問も寄せられて

います。このような背景にあり、去る８月３日（金）

日臨技会館において、日臨技と日本臨床検査薬協会が

「検査業界が係わる不祥事」の再発防止に向けた対策

推進に基本的合意をみました。 
今後は、互いの立場で出来ること･･･両者で出来る

こと･･･等を具体的に検討することとしています。 
 日臨技では、監理企画調整部を所管とする「倫理問

題対策部会」において検討されることとなりますが、

日臨技定款には除名を含む罰則規定がうたわれてい

ます。この発動だけは、避けなければなりません。 
 そのためには･･･ 
難しいことではありません･･･普通のことを

“あたりまえ”に検査業務を推進しましょう！
 

 
 
 
 
 
 
 
 

８地区 joint FORUM 
 
 行政と各都道府県技師会が 10 月に予定している

公益事業を調査したところ、全国で健康祭りなど

40 以上の行事が予定されており、当会が予定して

いた“日臨技 FORUM”をこの中に組み入れるこ

とは、物理的に難しいと思われます。 
 また、臨床検査の啓発活動を行うにしても、イン

パクトが小さいものに終わる可能性を避けること

は出来ません。所謂、費用対効果の小さいものに終

わってしまう可能性が大であります。 
その費用対効果を考え、大型屋外 VISION＜

SUPER LISA＞を利用した啓蒙活動を行い･･･同

時にリーフレットの配布などによる“臨床検査及び

臨床検査技師”をアピールすることに変更します。

社会的問題の大きい「AIDS 撲滅作戦」に焦点を

絞り、世界 AIDS デーである 12 月１日から７日ま

で、全国 26 箇所の屋外スクリーンを用いる CM 映

像による啓蒙活動を行います。 
 

◇ 放映期間：12 月１日(土)～12 月７日(金) 
◇ 放映内容：エイズ撲滅キャンペーン啓発活動 
◇ 放映場所：全国 26 箇所 
◇ 放映秒数：15 秒 
◇ 放映回数：１日 24～95 回＜場所で異なる＞ 
        全会場で１日：1,258 回 
       期間内放映回数：8,806 回 
 
この期間内、１日(土)～２日(金)に各都道府県技

師会の協力を仰ぎ、啓蒙活動を展開する予定です。

詳細については、各都道府県技師会宛の文書をご覧

ください。 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


